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第１部	   〈死〉と媒介のエチコ・ポリティックス 
 










































































































































































































































































第７章	   制度度化された〈暴暴⼒力力〉とエチコ・ポリティックス	  
	  















































第３部	   〈アート〉のポリティカル・エコノミ 	ー  
	  



































































































































































エ コ ノ ミ ー
〉が関わっていること。第三に、〈メディア〉と〈アート〉に関して、二項対立的な価値
の序列化や階層秩序
ヒエラルキー
を決定する〈境界設定〉がある種の〈暴力性〉を孕んでいること。第四に、〈境界設定〉
そのものが〈自己免疫〉と類比的な構造を担っているがゆえに、自らの〈暴力〉によって価値の序列や価値の
秩序が自壊することが避けられず、〈自己免疫疾患〉とも言うべき状態に陥る危険性があること。 
それゆえ、本研究の最終的な結論として第五に、〈死〉と〈暴力〉の〈エチコ=ポリティカル・エコノミー〉
を限りなく回避する社会や国家においては、自己防衛を主とする「安全保障
セキュリティ
」に関して、そもそも「敵」とし
て排除されるべき異質な他者だけでなく、自らの内部にある〈自己〉あるいは「友」も攻撃してしまうという
〈自己免疫疾患〉的状況に陥る可能性のあること、以上の五点を明らかにした。 
また、これら五点を解明するために、田辺元とジャック・デリダ両者の間文化的な哲学を用いることは、思
想や文化の間に存在するさまざまな〈境界線〉を越境し、共通性を見出すことを可能にした。われわれは、思
想や文化の東西の違いだけでなく、さまざまな角度から考察することで、多種多様な形の共通性を見出すこと
が可能であり、グローバル化した時代の中で、思想がになう役割の重要性に気づくことができる。 
本研究を通じて明らかになったように、明治期に生を受け、敗戦後の混乱から高度経済成長を迎える時期ま
で、北軽井沢の地で生きた田辺は、変わりゆく日本の文化・思想を謹厳実直に生き抜いていた思想家であった。
一方、フランス領アルジェリアに生まれた同化ユダヤ人という特異な地域性と民族性を抱えながら生を受けた
デリダは、終戦を 15 歳の多感な時期に向え、さらに思想家となってからはフランス本国よりも他の地域や国
でその活躍は目覚ましく、「マージナル（辺縁的）な思想家」であったといえるだろう。筆者の理解によれば、
田辺やデリダのような他分野の思想を束ねる視点が間文化研究であり、それを可能にしているものが哲学的思
考である。それゆえ、本研究の成果として、21 世紀のグローバル化した時代の中で、間文化哲学がになう役
割の重要性と必要性を強調しうるのである。 
本研究の成果を踏まえて、筆者の見解としては、〈倫理-政治的な〉価値の間に設定される〈境界〉や、そこ
に引かれる〈境界線〉はつねに吟味され、再設定される必要がある。われわれは、固定した価値観に固執する
 24 
だけでは、時代の変化や倫理-政治的な価値の流動化に堪えられない一方で、田辺のように真摯に時代の流れ
に寄り添いながらも、大局的には誤った方向に導かれる可能性がある。これらのことは、忘れるべきではない。
それゆえ、われわれの今後の課題としては、〈境界設定の暴力〉の無根拠性に常に対処しながらも、多様で複
雑な価値や、価値の間にある微細な差異を見逃さず、多様な文化や思想、多様な言語や民族の共存の可能性を
問い続けることにある。 
一見すると、微妙で瑣末ともいえる価値の間の差異も、個々人やさまざまな民族における価値を体現してい
る可能性がある。重要なのは、それらの差異を尊重しつつ、いかに持続させるかということにある。筆者は本
研究を通じて、高度に発達したグローバルな社会が、個々人の思想や個々人の言語の豊かさを失うことなく、
それぞれの幸福を追求するための倫理的な規範を確保する必要があると考える。それはローカルな視点を確保
することであり、多様な在り方を容認することでもある。しかし、それが他者を傷つけるような〈境界〉を生
み、他者の排除という〈暴力〉になってはならない。筆者は、カントが 200 年以上前に唱えた「永遠平和」
の理念とは、地球という閉じられた空間のなかで、〈自己〉と〈非自己=他者〉の共存としての共生の可能性
への示唆であり、差異を消去する同一化を限りなく回避し、互いの差異や価値の差異を限りなく承認し合う方
向性へと向かい続ける努力にあると考えている。 
 
 
